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専修大学ウーロンゴン日本語コースに関する 
実践報告 
 
 
赤 木 浩 文 
 
1. はじめに 
専修大学国際交流センター日本語プログラム1では，2005 年より 1995 年か
ら川崎市が毎年行っているウーロンゴン大学川崎研修の日本語指導を担当し
ている。ウーロンゴン大学川崎研修とは，川崎市の姉妹都市であるオースト
ラリア・ニューサウスウェールズ州のウーロンゴン大学から日本語を学習し
ている学生を招き，ホームステイをしながら日本の生活・日本文化を体験し
てもらうプログラムである。2004 年まではウーロンゴン大学の引率教員が川
崎市国際交流センターで日本語指導を行っていたが，2005 年，川崎市交流協
会の依頼により専修大学夏期日本語・日本事情プログラムウーロンゴンコー
ス2が開始された。これによって，川崎市国際交流協会（行政）とホストファ
ミリー（地域）そして専修大学（教育機関）の 3 つがプログラムを支えるこ
とになった。本稿ではウーロンゴン大学川崎研修（以降川崎研修と表記）の
日本語指導の部分に焦点をあて，専修大学ウーロンゴンコースの特徴を紹介
し，2010 年の実践報告を行い，カリキュラムやシラバス，効果，課題などを
検討する。 
 
2. 専修大学ウーロンゴンコースの特徴 
オーストラリアでは日本語教育が盛んであり，2009 年現在で学習者数は
                                                                 
1 専修大学日本語・日本事情プログラムでは，春期 4 週間，夏期 7 週間，終期 12 週間，
冬期７週間及び 9 週間のコースを開講している。 
2 専修大学日本語プログラムにおけるウーロンゴン大学川崎研修の日本語クラスに対
する名称。 
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275,710 人, 教育機関は 1245 機関にのぼる3。この学習者数は世界４位にあた
る。このような中，ウーロンゴン大学では芸術学部において日本語専攻コー
スを開講している。1 年次から 3 年次までが学士，4 年次は修士課程になる。
大学では初級と中級の 2 レベルが開かれおり，川崎研修は 3 年次の日本語学
習のまとめとして位置づけられ，コース終了には研修への参加が必修とされ
ている4。 
 専修大学におけるウーロンゴンコースは，当プログラムで開講している日
本語短期集中コースの日本語クラスとはいくつかの点で異なった特徴がある。
まず、川崎市に委託されたクラスであること，超短期間であること，レベル
の異なる学習者を 1 つのクラスで指導すること，学習者が自国でも同じクラ
スメンバーであること，学習者は日本滞在中川崎市周辺のホストファミリー
のもとでホームステイを行うことなどが挙げられる。次に専修大学ウーロン
ゴンコースの特徴を学習者，カリキュラム，シラバス，評価という点から具
体的に述べる。 
 
2.1 学習者 
学習者はウーロンゴン大学で日本語を履修している学生で，専門は多岐に
渡る。日本語を専攻とする学生，副専攻の学生の他に選択科目として履修し
ている学生が混在している。ほとんどがオーストラリア国籍の学生であるが，
毎年，オーストラリアに移住した外国人移住者の子弟やアジア各国からの留
学生の参加が見られる。そのため学習者の母語は英語，中国語（北方方言，
閩南方言），韓国語，タイ語，マレーシア語などに渡る。参加人数は 10 名か
ら 15 名前後で，当大学で行ったプレイスメントテストによるレベルでは初級
から上級にわたっている（表 1）。コース開始当初は，自国で異なったクラス
からの参加もあったが，現在では同じクラスの学生が参加することが多い。
                                                                 
3 『海外の日本語教育の現状 日本語教育機関調査 2009 年概要』（国際交流基金，2011
年）P4. 
4 2008 年のウーロンゴン大学引率教員による。 
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しかし，高校での日本語学習経験や日本に留学経験のある学習者もおり，毎
年日本語のレベルに大きな差がある。当コースでは，目的，期間，活動など
の点から全員を一つのクラスにせざるを得ず，指導や教室活動にはレベル差
を軽減する工夫が必要となっている。2005 年のコース開始時には，プレイス
メントテストを行わなかったが，1 回目の学習者の日本語能力の差が大きか
ったので，2 回目以降は学習者のレディネスを把握するために来日前にプレ
イスメントテスト行っている。レベルの差は年によって異なるが，通常初級
～中級のレベル差が存在する。 
 
年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
人数 15 名 8 名 10 名 12 名 16 名 14 名 
国籍 
豪・台・
ﾏﾚｰｼｱ・ｼﾝ
ｶﾞﾎﾟｰﾙ 
豪・中・
香港・台
湾 
豪・ｼﾝｶﾞ
ﾎﾟｰﾙ・米
豪・タイ 豪・中・
香・ﾆｭｰｼﾞ
ｰﾗﾝﾄﾞ 
豪・中・
台 
レベル 
J1B-J4 
初～上 
J1B～J2 
初～初中
J1C～J3 
初～中 
J1C～J3 
初～中 
J1C-J3 
初～中 
J1C-J3 
初～中 
表 1 学習者の人数・国籍・レベル 
 
2.2 カリキュラム 
 川崎研修の日本滞在期間は 20 日，そのうち専修大学で日本語の授業を行う
のは 13 日，36 時間である。午前 10：00 から午後 12：50 まで、50 分授業を
3 コマ行う。専修大学国際交流事務課及び川崎市国際交流課が行う午後のイ
ベントや活動の都合で，1 日 2 コマ，あるいは 1 コマ半の授業の場合もあ
る。基本的には，放課後の活動や行事の日程は毎年ほぼ同じであるが，年に
よっては多少の変更があり，日本語コースも柔軟な対応が必要となる。授業
の最後に修了テストを行い，テスト終了後に解答とテスト結果のフィードバ
ックを行う。コース最後に成果発表として川崎市国際交流センターでホスト
ファミリーらを招いてプレゼンテーションを行う。成果発表に続けて，修了
式・送別会が行われる。研修期間中に川崎市国際交流協会が企画し,主催する
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ものには，川崎市市長表敬訪問，特養老人ホーム訪問，国際交流フェスティ
バル，日本語成果発表等があり，専修大学国際交流事務課が行うものには，
小学校訪問，ジブリ美術館見学，日本民家園見学，岡本太郎美術館見学，歌
舞伎鑑賞教室などがある。このように日本語以外の活動も川崎市と専修大学
が分担，協力して行っている。2010 年度の具体的なスケジュールを資料とし
て添付した。 
 
2.3 シラバス 
2005 年のコース開始時には川崎研修の日本語指導に関する十分な情報が
なかったので，まったく新しい形でカリキュラムとシラバスを考えた。ま
ず，短期間ということに注目し，既存の知識を実際のコミュニケーションの
場面で運用できることを目標にした。その際，タスクシラバスを採用し，タ
スクを行う過程で運用を養成する教室活動を考えた。また，日本で学習する
利点を最大限に生かすために，日常的に日本語に触れる環境を作るよう，授
業は日本語で行い，専修大学の学生が参加して教室活動を行うビジターセッ
ションを活用することにした。基本的な方針は現在も変わらないが，初年度
のコースの終了後，学習者間の日本語のレベル差が大きいことがわかり，そ
の後は学習者間のレベル差を軽減できる方法を模索した。さらに担当教師，
学習者のフィードバックなどから，タスクシラバスを基本に，構造シラバス
や機能シラバス，場面シラバスなどを複合的に組み合わせ現在の形に至っ
た。タスクを中心にしたシラバスは先行研究でも学習者のレベル差を軽減し，
レベルとは関係なく学習者の気づき・学びを促進するとの実践報告もある。
さらに，タスクに焦点化した学習項目を明示的に示し，学習目標を明確に意
識させるようにした。このようなタスクと学習項目の焦点化を組み合わせた
指導法は効果があることが報告されている（Long and Crookes,1992）。また，
教室活動を日本語以外のコース中のイベントと関連付けることで学習項目を
何度も使用する環境を作った。このような活動を日本語ネイティブと双方向
的なやりとりを通じて行い，学習者自身が学習項目を意識し，自ら課題に気
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づくこと，学習目標を立てること，自分に有用な情報を得，学ぶこと，日本
語学習のモチベーションにつながることを期待した。気づきの学習効果につ
いては，Schmidt（1990）が学習者自身の気づきがインプットされた情報を実
際に使用可能な形として取り込むための必要十分条件だと述べている。教室
活動で学習の気づきを促すよう工夫した。 
 時間割は，3 コマのうち 1 コマ目をルーティンワークとし，音声（発音及
び聞き取り）・文字（漢字）及び小スピーチ（Show & Tell）を行う。これら
の科目も学習項目を焦点化し，実際のコミュニケーションと関連付けてモチ
ベーションを高めるようにした。残りの 2 コマをタスク中心とした教室活動
にあてた。口頭での活動が中心になるが，文法の学習や読み書きの作業も含
まれている。2008 年より授業の流れに合わせてテキストを作成し，授業で用
いている。ただ毎年参加する学生のレベルや興味に違いがあるので,タスクの
トピックを変更するなど柔軟な対応を取っている。 
 
2.4 評価 
 評価は日本語コース最後の終了試験（会話・文法・聞き取り），漢字クイ
ズ，ショート・スピーチ（Show & Tell），各タスクのパフォーマンス及びア
ウトプットの評価を総合して行う。初期のコースでは，タスクの評価を個人
の達成度に注目して評価し，達成内容の質を充分に評価していなかったため，
点数に差が出にくく，内容の充実度に差がある学生間の評価にあまり大きな
開きが出なかった。その後，タスクの達成度だけでなく，達成内容の質の評
価も重視して採点を行うようにした。 
 
3. 授業の実践報告 
2010 年の授業を実践例としてルーティンワークとタスクによる日本語指
導（タスクを中心とした活動）に分けて報告する。授業の内容を解説し，コ
ース終了後アンケートによる学習者の評価と授業観察，テスト結果などの教
師側の評価から，コースのカリキュラム・シラバス，指導の効果を検討する。
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そして，指導内容や指導方法がコースの課題であるレベル差を軽減し，学習
者の気づきや学びを促しモチベーションを高めることができたかを考察する。
分析対象は，2010 年の学習者は 14 名，レベルは初級後半から中級で，母語
はオーストラリア英語の他に中国語（北方方言 2 名，閩南方言 1 名）である。 
 
3.1 ルーティンワーク 
授業の最初の 1 コマをルーティンワークとして文字・表記・音声及びスピ
ーチの学習に当てた。具体的には漢字,発音,聞き取り，Show & Tell である。
それぞれ約 10 分から 15 分程度で指導し，Show & Tell・発音・聞き取りと，
Show & Tell・漢字の組み合わせを交互に行った5。   
Show & Tell は学生がトピックを決め，クラスメートの前で 5 分程度スピー
チをし，質問に答える活動である。資料として品物や写真などを準備し6，そ
れについて話をするタスクである。簡単な計画シートを書き，個人別に目標
を立ててスピーチを行う。 
発音は、リズム・アクセント・イントネーションなどプロソディーに関す
る指導を行った。正確な発音の習得というより,コミュニケーションを阻害し
ない発音の習得を目標とした。個人，ペア，グループなどの形態で練習し，
リピート・オーバーラッピング7・シャドウイングといった練習方法を採用し
た。発音でも数回ビジターセッションを行った。聞き取り練習に関しては、
旧日本語能力試験の 3 級及び 4 級レベルの問題や初級教科書『みんなの日本
語』の聴解問題，教師作成問題を用い，聞き取りのストラテジーを養成する
練習を行った。1 回に 1 題～2 題，キーワードを聞き取る，数字を聞き取る，
予測する，ポイントを聞き取る，などの練習を行った。漢字はコース用に作
成したテキストの中から，学習漢字を選定し，指導した。こちらが提示する
学習漢字の他に学習者自身が学びたい漢字を選び出し練習することも行った。
                                                                 
5 2009 年までは全てを 1 コマで行っていた。 
6 毎年，来日前に持参するよう連絡している。 
7 モデル音声と同時に発音する練習方法。 
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単漢字・熟語・文作成の指導を行い，課ごとにクイズを行った。ルーティン
ワークの流れは表 2 に示した。 
 
時間配分 A B 
15 分 
 
10 分 
 
10 分 
① Show & Tell 
担当学生の発表・Ｑ＆Ａ・教師のコメント 
②  発音 
リピート・オーバーラッピン
グ・シャドウイング・ペア 
② 聞き取り 1 題～2 題  
③ 漢字 
学習漢字の導入・選択 
練習・クイズ作り 
（宿題：練習・文作り） 
表 2 ルーティンワークの流れ（2010 年） 
 
3.2 タスク及び学習項目を焦点化した指導項目 
 ルーティンワークの後の 2 コマはタスクシラバスをベースに，場面・トピ
ック・機能シラバスなどを複合的に組み合わせた内容で日本語の指導を行っ
た。タスクを通じて練習するスキルは，文法・会話・作文・読解で，コミュ
ニケーション上での運用という点に焦点をあてている。また各タスクの中に
焦点化した学習項目を明示的に示した。授業は活動の準備・活動・まとめと
いう流れで行った。タスクの達成が目標であるが，その過程で学習者自身に
よる学びや気づき，焦点化した学習項目の習得を期待した。授業内容をトピ
ックと焦点化学習項目，タスク内容に分けて記述したものが表 3 である。 
トピック 焦点化項目 タスク・教室活動 
自己紹介 敬語 ビジターと自己紹介 
自分の国・町の説明 中立受身 ビジターに国・町の紹介 
大学施設を知る 
海外での体験 
敬語・依頼表現 職員へのインタビュー・発表 
 
旅行・日本の観光地 普通形・縮約形 ビジターへのインタビュー・発表 
外出の計画と約束 誘う・断る表現 ビジターを誘う 
ビジターの誘いに応える 
料理 料理用語 お好み焼き調理 
将来・職業 意向形 小学校訪問タスク・ワークシート完成
経験 経験・感謝に関
する表現 
作文・文集作成・お礼の葉書 
意見交換 意見表現 グループでイベントを決める 
七夕  短冊作り 
表 3 教室活動の内容に関して 
130 
表 3 でわかるように 2010 年に実施したタスクは，料理教室，インタビュー,
七夕，文集作成，インタビュー（施設インタビュー・敬語インタビュー・旅
行インタビュー）である8。タスクと関連しない焦点化項目として，自動詞・
他動詞の指導も行った 
料理教室は国際研修館の食堂を使用して，RA9の協力のもと 3～5 人のグル
ープに分かれてお好み焼きを作るタスクである。インタビュータスクは，質
問項目を考え，インタビューを行い，結果をまとめて発表あるいは小レポー
トにするものである。2010 年は施設インタビュー，旅行インタビュー，敬語
インタビューを行った。施設インタビューは，ペアで専修大学の各施設に赴
き，仕事の内容などについて質問を行い，結果をまとめて発表し,インタビュ
ーが成功したかどうか自己評価を行うものである。毎年，5～7 か所の専修大
学の施設に協力を依頼し，実施している10。旅行インタビューは，日本人ビ
ジターに自分が行きたい場所,ビジターの勧める場所を聞き，インターネット
などで情報を集め，まとめて報告するものである。敬語タスクは国際交流事
務課のスタッフに海外経験や仕事に関する質問を敬語で行い，小レポートを
書くタスクである。文集作成タスクは，作文指導として，日本で印象に残っ
たことについて，午後の活動やイベントからトピックを選んで,作文をし，冊
子を作る活動である。文集には,成果発表で行うプレゼンテーションの原稿も
掲載した。七夕短冊作りは，管理課の方に笹を準備してもらい，短冊を作成し飾
るもので，七夕祭りの意味の説明や短冊の書き方など，ビジターの協力で行った。 
 
3.3 ビジターセッション 
 ビジターセッションとは専修大学の学生をクラスに呼び，会話・インタビ
                                                                 
8 2006 年まではキャンパス探検タスク及びクラブインタビュー（大学のクラブ活動に
ついて部員にインタビューする）を行っていた。 
9 専修大学短期集中日本語コースの留学生が宿泊する国際研修館に滞在し，留学生を
サポートしている専修大学の学生（Residential Assistant）。 
10 2011 年は LL 事務室，体育館，情報センター,入試センター，保健室の協力を得るこ
とができた。 
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ューなどの活動に参加してもらう活動である。授業内容に合わせて，担当教
師が国際交流事務課を通じてビジターの募集を行うシステムである。今回の
活動は，会話・インタビューの相手，発音練習の相手，意見交換のメンバー，
七夕タスク協力，プレゼンテーション原稿作成の補助，プレゼンテーション
練習の補助といった活動であった。   
 ビジターセッションは,授業の活性化や実際場面での日本語の使用という
点でも学習効果が高いと考え,初回から続けている。現在では，教室内で実際
のコミュニケーションの場面を学習者に提供でき，真正性の高い活動ができ
ることから，ウーロンゴンコースの中心的な教室活動になっている。 
 
4. 結果と考察 
2010 年の指導の結果を学習者のコース終了後アンケートと担当者の教室
活動の観察から学習効果を考察する。教室活動でレベル差の軽減は行えたの
かという点にもついても考える。コース終了後に国際交流事務課が学習者に
対して，日本語教師，授業内容，授業の進め方・教え方について 5 段階評価11
調査を行ったところ，教師に関しては，A が 11 名，B が 3 名と高い評価を得
た。また，授業内容に関しては，A が 6 名，B が 4 名，C が 3 名，授業の進
め方・教え方については, A が 7 名，B が 5 名，C が 2 名と高評価であった。
いずれも D，E の評価はなかった。プログラムの役立ち度に関しては，90％
が 4 名，80％が 3 名，70％が 6 名，60％が 1 名であった。学習者はコースの
内容に高い満足度を示していることがわかる。 
 また，コース終了後にクラスで行った学習者 13 名12のコース後アンケート
の結果からのルーティンワークの満足度を指導項目ごとに示したグラフが図
1 である。尺度は A～E の 5 段階で，A（とても満足），B（満足），C（普
通），D（不満足），E（とても不満足）となっている。どの科目もほとんど
が満足していることがわかる。 
                                                                 
11 A
excellent―B― Cgood－D－Ebad  
12 受講者 14 名のクラスで行ったアンケートの提出者は 13 名だった。 
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図 1 ルーティンワークの満足度 
  
タスクを中心にした授業に関しても満足度が高く，中でも最も満足度が高かっ
たのは料理タスクであった。13 名中 11 名が A，2 名が B であった。自己紹介タ
スク・七夕・誘う・断るに関するタスクにそれぞれ D と評価した学生が 1 名ず
ついた。タスクに関して，それぞれ A を 4 点，B を 3 点，C を 2 点，D を 1 点，
E を 0 として点数化し，学習者の評価の平均を出したグラフが図 2 である。 
図 2 からもわかるようにタスクの満足度はすべてが 70％以上で，高い評価
を得ている。さらにビジターセッションに対する評価も高く，13 名中 10 名
が A，1 名が B，2 名が C と回答した。また，日本語で授業を行うことに対
する好意的な意見が多く見られた。2010 年の結果からは満足度や自己評価に
よる達成度と学習者のコース開始時のレベル差には関係がないことがわかっ
た。初級レベルから始めた学習者も中級のレベルであった学習者も，高い満
足度を示している。タスク活動の中で焦点化練習を行った文法に関しては，
自他，受け身，敬語とも C 以上の評価であった。 
教室活動観察や授業後の報告からもクラスの参加度はレベル差による違い
は見られなかった。学習に対するモチベーションも活動内容に対する個人的
な好みに多少左右はされたが，コースを通じて学習意欲が低下することはな
かった。基本的な文法知識や語彙の欠如や聴解能力のために授業の指示や内
容の理解が十分にできないケースが見られることもあった。しかし，ビジタ
ーセッションによる活動は日本人学生とペアで行う活動だったので，個人の
ペースで考え発話し，自分のペースでタスクを達成することができた。さら
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にビジターとインタラクティブなやりとりから学習を楽しんでいることが観
察された。アンケートのコメントでも楽しい，おもしろいなど情緒的なコメ
ントが多く，実際に学習者の表情や態度，声の大きさ，発話量などにそれが
表れていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 タスクの平均満足度 
 
楽しく授業に参加することは学習ストレスを軽減し，学習者間のコミュニ
ケーションのみでなく，学習者―教師間のコミュニケーションを促し，教師
への質問や助言求めをしやすくした。それがさらにレベル差による教室活動
の難しさを緩和させる要因の一つになった。ビジターセッションでの日本人
学生とのやりとりでは，タスク達成の過程での学習項目に対する学びの他に
も学習者各々の新たな気づきや学びが観察された。学習者自身がその場で疑
問に思ったことや知りたいと思ったことを日本人学生とコミュニケーション
の中で解決する様子が見られた。そのようなやりとりにおいて，オーストラ
リアの学生だけでなく，専修大学の学生にも例えば日本語や異文化対する気
づきや学びが見られた。教室を離れてからも，学生間の交流があり，真の意
味での学生の国際的な交流の機会を提供できる機会であったと言える。 
自己紹介・町の説明
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最終的な評価では，やはりコース開始時のレベル差が影響も見られたが，
初級レベルであった学習に大きな伸びが見られる例も見られた。 
このように，2010 年に行ったウーロンゴンコースの授業内容は，レベル差
の緩和，学習者の満足度，達成度，モチベーションの維持，学習に対する評
価という点から高い学習効果を上げることができたと言える。ウーロンゴン
コースのようなレベル差が大きいクラスではタスクを中心とした教室活動と
学習項目を焦点化した教室活動がレベル差を緩和し，日本人ビジターを活用
することで，一層学習効果を高めることができると言えるだろう。 
 
5. まとめと今後に向けて 
ウーロンゴンコースにおける日本語の指導は効果的な授業内容や指導法を
模索しながら指導してきた 6 年間であったが，一定の効果を上げることがで
きる形になってきたと言える。3 週間という非常に短いコースで最大限の効
果をあげるためには，運用力の養成を目的としたタスクシラバスを中心に複
合的に他のシラバスを組み合わせたシラバスを真正性の高い文脈で行うこと
である。そのために日本人ビジターを活用したインタラクティブな活動がよ
りその効果を高める。また，タスク中心の活動とビジターセッションの組み
合わせは，教室活動における学習者のレベル差を軽減し，満足度や達成度は
レベル差に大きく左右されないことがわかった。そういった意味でも専修大
学ウーロンゴンコースに適したシラバスであると言えるだろう。また，コー
スの中心的な活動であるビジターセッションはウーロンゴン大学の学生だけ
でなく，専修大学の学生にも異文化体験の可能性を提供していると言えるだ
ろう。ビジターとしてクラスに参加後，オーストラリアに興味を持ち，ウー
ロンゴン大学に留学する学生がいることも，それを物語っている。また，川
崎研修に参加したオーストラリア人学生が，特別聴講生として専修大学で学
ぶ例も見られる。専修大学ウーロンゴンコースは日豪の理解の一端を担うコ
ースだと言ってもよいだろう。今後はこれまでの実績をマニュアル化しつ
つ，学習者のレベルやニーズに柔軟に対応できる態勢を準備し，一層真正性
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の高いタスクを活用することで学習効果をあげたいと考えている。 
ウーロンゴン大学川崎研修に専修大学が日本語の指導で役割を担うことは，
専修大学の地域への貢献，国際交流への貢献という意味で非常に意義があ
る。行政と地域と大学の 3 つが協力して国際交流を促進するプログラムを支
えているという点でも非常に大きな意味がある。それは専修大学が社会に貢
献する一つの形だと言えるだろう。 
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資料 2010 年度のスケジュール 
 1 時限 
10:00～10:50 
2 時限 
11:00～11:50 
3 時限 
12:00～12：50 
午後 
14:00～17:00 
6/28 オリエンテーショ
ン 発音・S&T、
自他動詞 
自
他
動
詞
練
習
自分・国につい
て話す 
中立受身 キャンパスツ
アー・開校式 
歓迎会 
6/29 漢字 施設でインタビ
ュー準備 
国や町の紹介 
（ビジター） 
 
6/30 発音・聞き取り 
お好み焼き作り方
料理教室 お好み焼き  
7/1 漢字クイズ 
漢字／S&T 
施設インタビュ
ー＆まとめ 
 ジブリ見学 
7/2 発音・聞き取り 
S&T 
Q 旅行インタビュ
ー準備 
インタビュー 
（ビジター） 
 
土 特養老人ホーム訪問 ホストファミリー対面式 
日 川崎市インタナショナルフェスティバル 
7/5 漢字クイズ・漢字
S&T 敬語 
敬
語
小学校訪問タス
ク準備・ビデオ
 小学校訪問 
7/6 川崎市市長表敬訪問 歓迎昼食会  川崎大師見学 
7/7 発音・聞き取り 
S&T 
敬
語
練
習
インタビュー発
表 
料理について話す
（ビジター） 七夕
 
7/8 漢字クイズ・漢字
S&T 
｢誘う｣・｢断る｣ ｢誘う・断る｣ビジタ
ー 
 
7/9 発音・聞き取り 
S&T 
敬語インタビュ
ー準備 
 歌舞伎鑑賞 
土      
日      
7/12 発音・聞き取り 
S&T 
Q 敬語インタビュ
ー＆まとめ 
経験について話す 
（ビジター） 
 
7/13 漢字クイズ・漢字
S&T5 敬語 
 プレゼン準備（原稿を書き直して提出） 
個別 FB 
 
7/14 発音・聞き取り 
S&T 
 プレゼン準備。
原稿清書・提
出・個別 FB 
復習 民家園・岡本
太郎美術館 
7/15 漢字 終了テスト（文法・会話） テスト FB プレゼン
練習（ビジター） 
 
7/16 帰国準備（日本語休講） 
7/17 日本語成果発表会／修了証書授与式／送別会／川崎出発 （土曜日） 
